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｢統計物理ワークショップ｣
§5.まとめと展望
粉体の動力学を簡単にシミュレーションするための格子モデルを珪素 した｡その結果､ス
ロープの形成､対流の発生などを再現する,ことに成功 した｡しかし､以下のような問題点も
ある｡
1.真ん中が盛り上がる場合を再現できない｡
2.モデルのパラメーターPecと現実のパラメーターである振動の加速度との関係が不明解0
3.外力の対称性が破れていない限り､系の対称性も破れないので､自発的対称性の破れ(動
的相転移)が観測されない0
4.スロープが外力に対 して正の応答をする領域 しか観測されていない｡(実験では､外力を
増大させてもスロープが増大 しない領域 (応答がゼロ)や､外力を増大させるとスロープが
減少する領域 (応答が負)も観測されている｡)
これからやることとしては､
A.対数緩和や､表面流休化現象が観測されるかどうか調べる｡
B.3次元に計算を拡張する｡
C.もう少 し物理的な課程を考慮 して其の動的相転移が観測されるようにする｡
などがある｡いずれにせよ､古くて新 しい問題である粉体の動力学は静止摩擦力というしき
い値的な物理量が重大な役目を果たすという意味で微分方程式では扱いにくい新 しい問題
である｡数値計算手段が日進月歩の発展をとげている現代にふさわしい問題であるともいえ
るOFaradayのような前世紀の知的巨人が頑を悩ませた問題で､我 2々0世紀の人間が解明で
きることというのはそうはないと思 うのだが｡
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